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棲性 ネ ビ7グ ラスの栄養苗生産のための成長形質 に及ぼす短 日および ジベ レリン処理の影y
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暖地型イネ科牧草であるネピアグラス (PennJSetuJ77

PurpuTeumSchumach)は飼料作物とし1V)用途に加え,

代蕃∈的なバイオエタノール原料の一つとしてす｢望収されて

おり,普通品樺の造成当年に,335M旦/ha/yrの商い乾物

生産力を達成している (Kha】raTILら2010) その中でも燥

性晩生品稚 (dwarトlate,以下DL)は.生産免がある程

度布 く.他のL,r,I,種に比べ柴の比率が高いため (Mukhlar

ら2003),リグニン含臭が少ないことから,/くイオエタノ-

/レの研究材料に適していると考えられる 一般にネピアグ

ラスは栄美相から生殖相-の相転換なしに玲J問伸長を行う

ため.畢柘の大きな凍柑且種であるが,煙#tTllJ確は.栄養

成長期の飾間伸艮が頻く抑制され,秋期の短El条件に鉄拳

されて棉転換を行うとともに飾糊仲良を開始することが観

察されている 特にDLは日長感応の梓産が-rnく,節rH]伸

長あるいは出穂が晩秋まで認められTEい1,1棟である また,

ネt:lァグラスの裸子稔性は非駕に低く.DLは交雄により

育成されていることから,撫子繁殖ではF.世代における

分離を招いてしまうため.その利用にあた-)では栄養市ノL

産が必須であり,そのための栄兼繁殖効率の河上と省力化

が必準である｡栄養苗生産では,矧rHlの伸長とそれに引き

続く般弄 (分げっ芽)の充実により,より早期に栄養iVを

夷成して踊場に速やかに近租し,降輔前に越冬可能な成長

良を確保することが呈姿である しかし,卸間伸長が晩秋

まで弛められない】)LはJ盛夏などの早期に栄養苗生産を

行うことが困紫であることから.それを可能にする技術開

発が求められる｡

また暖地型牧草は串BTl生産性が高いため.生育に適さな

い冬季-春季には,南九州の低横高地では永年生の煉件ネ

ピアグラスの畦ruJにイタリアンライグラスなどをiB播する

ことにより,年Tm平衡的なバイオマス生産丘を確保する技

術を廠立することも必要である

一般に,九州におけるネピアグラスの栄集晶生龍の手AFi

として,(かむ本の養成.②栄策TTTのせ燕と養成,Q)岨場-

の定植および信)越冬管潔の4jG)軽が必要不可欠と考えられ

る 2()08年から2009年に尖施 した既実験 (Kha】ranlら

2010)におけるL℡己JI過程は,秋までに兼成した母木 (Q))

*連絡野住着 ylShu@ccmlyaZak】一LLaC】p

から.晩秋に栄泰苗をセル トレイにて4廉 ･養成し(②),

温二廷内で約 5ケ月間越冬管理し(㊨),そor)後kBl斑に定価

した (③)ため,7且屋内での越冬管理に多大なスペースと

労力を必要とした また栄養苗生産から価額-の定植まで

長期間がかかることも問題点として奉げられる そのため,

本研究ではこれらC:問XEL点に対して栄養iTfの甫質改背と越

冬管潮の省力化を目指した実験 1と実験2を検討した ま

ず実玖 1では,母本の養成後疎開の仲良とそれに引き続く,

伸長節の地｣_部位に着生した//)げっ芽 (椴芽)の充実を図

り,より早期に米菓芯を生産 ･麓成して同脇に速やかに定

格し,降粛HTFに越冬可能な成長且を確保することにより越

冬管理を大崎に省力化することを目的とした

ネピアグラス普通品種では榊転換せずに節間伸長を開始

する茸棟であるが,その伸長の包皮は.ジベレリ/の生合

成阻苔作用を有する成長抑制剤バクロブトテノールの散布

によって強く抑制される (伊藤ら L990) このようにネピ

アグラスの鯨岡伸長は,格物戒艮調節剤の影響を受けやす

いこと.壕性.Yl.種はリ,<レリン生合成経路のタこ舶により,

相転換以rlilの師間伸長が抑制される (Sol】enbergerctal

1988)ことから,短日処理による相転換の促進を介した節

間伸長の開始とそれに日払した分げっ芽の克美を目的とし

た処理と,ジベレリン倣林処理による筋間伸長の促iLk効果

を目指した処理の2つの影響を検討した (実数 1_).そし

て,節間伸長の枚度.各節の菓麻に形成される分げっ芽の

成長とその発根性について粥覆した 壌性品種は節聞及が

短細されているため, lfgJごとに節間を切断して栄養苗を

養成するた桝こは,飾間良の増加が必節の酵件である｡ま

た分げっ井長は,分げっ井 (臓井)が形成された後,休眠

に留まるのか.あるいは成長を開始するのかを判断しうる

有J)な指標である (tshllら 1995)｡発根の開始は,拶格後

に根端が髄害を受けるとその後成長を続けられないため,

扱原基数の税矢をもたらすが,畑作物のネピアグラスでは

移植後の乾撫ス トレスをいかに回避するかが,栄養苗の活

潜を左右する畢件である. L次租からの毛細撫 (2次撫)

のttI現は胡常に早い (若者らの栄養苗生産時の観矧 こよる

と2日以内に毛細横が出現する)ことから.発根率の増加

午-ワード 朱美苗生蕪,ジベレリン.称r"l伸長.短日処理,
ネピアグラス
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は臣質の向上にとって正嬰である｡

次に実験2では,母本をポットで養成 し((D),温蓋内

で越冬させ (竜)),越冬後に兼凄繁殖前を生産 獲成し(②),

帳場に定植する (@)ことで,越冬管理の省力化とスべ-

スの縮小が周られ,また栄襲苗生産後短期間で移構できる

手牡の開発をEl指した そこで.温室内で越冬させた株に

おける栄耗苗生産のための成長形質の測定と栄襲rriの増稚

効率の測定を行った

材料 と方法

群数は2009年5月16日～2010年5月6Eヨに.宮崎大学ノ集

学部学内圃場において,2009年9月25Eは での実験 1とそ

れ以降zolOLT:5月0日までの爽験 Zを実施 した0

1 材料の集成および明壬方法 (実検1)

2009年 5月16日に,1/2000aワグナ-ポットに土耕によ

りDLの発根分げっ苗を8本円形移催 し.lmXO5m間

絹にポyトを貞己置し,施肥はN,P,0,,K10の各成分蔦で

20g/m2/年を.5月上旬.6月上旬,6月下旬および7月

上旬の4回に分けて均等に施用した 以下の2項に示す廟

El処理および3項に,-LTすジベレリン処理の処理後5i巳関目

に,主茎のみの地上部をIj:きみで切除して堀上げ,笹TeJ.

最上位展開非飾高,地上部の飾数.都脚長.節位別の分げ

っ弊 (月夜芽)長および分げっ井の中で発根した割合 (分げ

っ芽発根率)を測定した.対照区は無処理とし.調査は以

下に示すSD5と同一時期に行った｡

2 短日処理 (実壌 1)

宮崎市の10J]29ElのEl長 (Elの出-日没までの時間)が

11時間0分であり,日月下旬にはDLの出穂が観測されて

いることから,短日処理における日長 (明湖の良さ)杏ll

時間とし,暗期には席物体を暗帯で完全に強い,明期/時

期が11時間/13EIS間の5日間連続処理に牧定した 尭i口処

理は,基本栄養成長性を考慮して5水油とし.処理 1 (臥

下,SDlと略育己)～処理5 (SD5)の脈に,処理Dfl始Elは

6月15El, 7月6El, 7月20日,8月3日および8月17El

であった いずれの処声鼓も5ポットを供;托し,これらの他

に無処理の対照l区を殻けた

3 ジベレリン処理 (実験 1)

短 日処理における処9:4 (SD4)開始 日の8月 3日に

200ppmのGA,水溶液を90rrl】/mZ散布 し.GA区と略記した

短日処理は行わず,冨叫査項目は,盃日処理と同様で.訓査El

はSI)4と同一とした

4 温室内での鵡冬管理と評萱方法 (実験2)

頼Elおよびジベレリン処理終7枚,畑場でそのまま葵成

した後,各区3ポットを2009JF12月 1日から20】0年4月8

日まで,経絡を避けるためi且室内で生pHさせ,その後再び

処理区の観測称位までの
処理区/対照(Cont)区 (%)

歌 奇問長 分げっ芽長 分げっ斉発収率
144い 161■ ob

420) 18I- 28姑

180ヽ 141■ 39▲

lSBt l13̀ 47▲

21が 162. 97-
LOOc 1O2d 49ヰ

処iBl 観測助
SD1 15
SD2 17

SD3 22

SD4 25

GA 23SD5 30

譲 ni) 30 28cm 13cm 261%

L)尭i白 (SI))kL理Dl始Ej I(6月】Sfl),2(7月6El) 3(7J]
20F]),4(8月3日),5(8月17El)
2)/ペレリ/(GA)処理 2OOppmGA↓水i軽iaを90r71]/mZ頼布

BBl姐に移 した 20]0牛5月6Elに栄凝析生産のための成長

形質 (茎数,地上 5cm拓以上の節に着生する分げっ井

(蔽芽)の直径,発根性および萌芽性)の調査を行い,栄

獲苗の増殖効率を算Lt]した

転黒 と考最

1 成長形井 (実検 日

観世1部数は.処理開始が遅れるほどDLの成長の進みに

伴い欄huした｡各税額｣節位までの対照区に対する処理区の

比率でみると,飾rUl長ではSl)2が420%と最も高い値を示

し,分げっ井長ではSD275王181%.GAが162%,SDlが161

%と最も布く,発損率ではGAが97%と泉も商い値を示 し

た(第 L袈) このことから,SD2とGAが湘査形質に対す

る処理の効果が最も大きいとみなされたため,この雨処理

について,節位別に詳しく検書寸した

2 師位別称同点 (夷族 l)

sD2では対限区に比べ下位節位で有意に奇聞長が長く

またGAでは下位から中位の射 止で対EX;区に比べ長く,と

もに野間伸長を促進する効果が醒められた (第 1回A)

3 節位別分げっ芽長 (実検 1)

SD2およびGAともに対凧区に比べ下位からLtJ位の称位

で有意に分げっ芽長が増加 した (那1図73)

4 節位別井損率 (実額 1)

SD2では下位の併任で対照区の発根率を上回ったものの,

他の部位では発機は見られなかった (節 1EZIC) これは

SD2では調査日が8月1′1日と早く,分げっ芽の充実が十分

行われていなかったためではないかと考えられる この問

題は栄養苗9】除後のオーキシン処理で発根促進できる可能

性があり (咽Eg ]989),更に検討が必野である -カGA

の調≡定日は対照の御査Elに比べて20Elほど早いのにもBLlわ

らず下位の分げ一つ芽で対照区と同粗度の発根串を示してお

り.ジベレリン処理により発根が早まった可能性があると

考えられる (第 l図C) 以上のことから,短 日およびジ



恥

第 1図 師位別の節間長 (A) 分げっ芽長 (B) および分
げっ芽の莞損率 (C)(実収 l)
1)平均±梯†rl伯崇

2)LEの特別ま第1史書FR

ペ レリン処理により,ネ ピアグラス晶柾DLの飾間伸長の

抑制が解除され,飾間が伸長 した復に分げっ芽を仲良させ,

発根を促 し,栄蓑苗生産に適する分げっ芽 (版井)の充実

をもたらしたと推療される また本草種の基本栄袈成長性

と処理による生租成長への相転換については明軸にできな

かったため,更なる検討が必要だと考えられる

5 首増殖効率 (実俵 2)

2010年 5月における各処額区の増殖効率 (2009年の植え

付け教に対する生産された栄養苗教,悼)は,平均±頗i竿

偏弟で示すとSDLが333±914,SD2が373±2L17,SD375;

163±819.SD4が306±847.SD5が300±480,対照

(Cont)L左が215±756とな り,処理間で有意な差は見ら

れず,栄養笛の増殖効率は平均282倍 (225品/ポ ット)で

あった またこの茶凄品を植えつけた結外と,萌井串は950

%と高く,定兼に問題はなかった

lI付

と ≡ =

嘩 志

帝位

毒】挺 ㌻誉 ㌃ m2315678 9 10 1
帝位

第2回 軒位別の分げっ芽長 (A),分げっ芽直径 (a).分
rlつ芽の発根率 (C)および分げっ芽の萌芽卒 (D)
(実駿 2)
1)区の略号は第1兼客殿

6 オ位別の分げっ券の各形質 (臭挨2)

省j位別の分げっ井良はほぼ一定で,部位間に有意延はな

かった (第2園 )̂ 分げっ芽の直径は,上位のBT]位ほど

穏やかに減少す る繊向が見られた (窮2回B) 分げっ芽

の発根串および的夢率は,ともに上位の即位ほど低 下する

慣向が見られた (領2図C,D) 的値は明袖ではないが,

1cm以上では休眠がほぼ解除された状憶 と捉えられる｡

尖教 1では分げっ芽長が l(:m未満 と小 さく,休眠状態と

考えられる分げっ算が存在 したのに対し,炎験2では分け

一つ二弊長の変異は1t～15crnで小さく,この釆教では分げ

っ芽長が厳期の成熟蛙に頼著な形智を々Kたとは考えられ

ない.

7 分げっ芽の直径と他の形井の関係 (実頼 2)

成長形質の相関関係を節2寂に示 した 分げっ芽の此篠

が増加するほど分げっ芽長は減少 した (第 3図A)が,そ



TheCropScienceSocietyOfJapan

66

分11つ井の血軌 rR)

第3回 部位別の分げっ芽の平均在任と分げっ芽の長さ (A)
発根串 (8)および萌芽串 (C)の各平均tLとの開
床 (実検 2)

第2表 成長形芹の相関関係 (実検2)

庇徒 長 発根率 萌芽率

分げっ井直径 -

分げっ穿長 一o且は" 一

分げっ芽発根串 0.924事一 一0.298nS -
分げっ芽柳 0964'~ -0534' oBgBp' -

'P(005''P(0【日,H.P<000】.ns P>005
の変掛il1-15cmと小さかった｡一万,分げっ芽の発

根率およびiVJ芽率はともに.分げっ夢のfb:径の柵加につれ

て増加L 分げっ井の直上径と両者の間にともに01%水準

で有意なriEの相関が成り立った (邦 3t国B,C) 発振率と

萌芽串との間にも有意なjEの相関鵬俵が成り立った (第2

頭6

またこれらの3成長形質 (分げっ斉の直径,発根革およ

び鞘井琳)は,閑査した新任間では最下位の新枕で最も高

くなる傾向が見られ,地上5cm付近の節に替生する分げ

っ井が栄巣苗生産に最も有効であると考えられる 今後の

瓢曙として,節性別に栄秦荘を植え付け,その定着性を検

君寸することが必野と,Tわれる

以上のことから.ni室で越冬させた茎を栄華苗として利

用する場合は,分げっ芽の直径が栄養苗生産のための分げ

っ芽の充央度と商い柵関関係が誕められ,充実した栄凄前

の確保には分げっ芽の直後が有効な措ほとなりうることが

明らかとなった

8 実額 1および2で調査した各形井の変動係数

米穀 lおよび2で調査した各形質の変動係数を舞LLlした

ところ,実験 1に比べ実穀 2では分げっ井良の変典が縮小

し (189%-107%).温室内で越冬した個体の分げっ井

が飾I1-F問で均質になり.越冬後の商い萌穿刺 こ繋がったと

考えられる

今後の課題としては,栄養前生産に脱与する成長形貨の

変兆性を絹小化できる英験力法を蝕立し.次いで栄蓑苗生

産の最適粂何を見出すために,実験 1と2の手酷を穀lみ合

わせて.定常的に一足の苗生産丑を確保する技術を確立す

ることが挙げられる

事再 要

近年,地球温暖化対熊の一環として注目されるバイオユ

タノー/レ原料植物として,ネピアグラス (PeL7nLSeLuL77

9urpLJreumSchumach)が補バイオマス生威力を有する

ために有望漠されている 特に.バイオユタノ-ル研究に

通した特性を持つ倭性晩生I指揮 (dwar卜late.以下E)L)

を供放し,栄養繁殖効率の向上を目指して,短El処理およ

びジベレリン散布処理の飾聞伸長の促進および分げっ井の

成長促進および充夷に及ぼす形牢を調査した 短日処甥の

効果は7Jl上旬処理で最も識く,処理5i出隅後の8月丁旬

における革札 下位～中位帝位の飾閉長が増加し.苗生産

時の節閉g)除を容易にすること,分げっ芽長の増加が分げ

っ斉の充実をもたらすことが推察された また,通常のネ

ピアグラス品種DLの栄養苗生産期 (10月下旬)に比べて

約2ケ月促進された夏季苗生産が可能となった ジベレリ

ン散布処理は,下位から中位の飾間の伸長と下位節に懇生

した分げっ井の発根促進により.分げっ芽充実の効果が大

であった 温室内で越冬させたポット栽培により.伸長節

からの分げっ蒜の養成が越冬前よりも簡易に行え.苗の増

村効率は,ポット当りで約225甫 (約282倍)と算出され

た 分げっ芽の直径と分げっjFの光尖度 (発根性,萌芽性)

との相関関係から.充実した栄養苗の確t削こ は.分げっ芽

の社径が有効な指横となることが推察された 今後は栄策

NEZJ生産の毅】菌条件を見出し,定常的に一定の生産允を弛保

する技術の確立が必要である
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